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大会運営を行ってみて  代表 ３年５組 曽我 有理 

８月２６日、２７日に名取市文化会館で行われた、農業クラブ東北大会の運営は無事に終了し、それぞれ運営を通して、

感じるものがあったと思います。 

私は会場準備とプロジェクト発表会の司会を担当しました。前日の準備から多くの人の手を借り、本番はスムーズな運営

ができました。このような大きな大会を、私達の手で運営することに不安を抱いておりましたが、それぞれの学校がきちんと

準備し、役割を果たし、助け合ったおかげで成功したのだと思っています。また、本校の運営に関わった生徒は、県外の農

業クラブ役員と触れ合うことで、コミュニケーション力や考えて行動する力が身についたのではないでしょうか。私は、司会を

することで、正しい言葉の遣い方も勉強になりました。 

運営に参加した生徒の協力が無ければ、決して成功しなかったと感じています。皆さん、ご協力ありがとうございました。 

 測量競技会に参加して   ３年６組 沼田季大 

県大会で優秀賞をいただいた私達は、東北大会優勝を目標に日々練習を続けがんばってきました。真夏の練習は

非常に暑く、集中することが難しく測量精度が下がることもありました。練習を繰り返していく中で暑さにも慣れ、誤差

も少なくなりました。ですが、その後の天候があまりよくなく、野外での練習が限られてしまいました。そこで、私たちは

１回の練習を無駄にしないよう、早さと正確さを心掛け練習していました。 

東北大会本番を迎えましたが、県大会と同じ会場ということもあり、あまり緊張せず普段通りの測量が出来て精度

もよく結果に期待しました。残念ながら結果は優秀賞で、最優秀賞には届きませんでしたが、優秀賞を取ることが出

来ました。惜しい結果になりましたが、仲間と良い経験ができて悔いは残りませんでした。私たちは測量から多くのこ

とを学びました。この学んだことをこれから生かしていきたいです。 

～農業クラブ 東北大会について～ 

 

 

全国各地で農業を学ぶ高校生は、農業クラブ員として「指導性」「社会性」「科学性」の伸長を目標に日々プロジェクト活動をはじめ各専門

分野の活動を行っています。これらの活動の成果を発表する場として日本学校農業クラブ連盟全国大会があります。その全国大会に出

場する、東北代表を決めるため、開会されました。 
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継往開来 
 

 

イベント目白押しの９月も後半にさしかかりましたが、１０月も忙

しい様子です。しかし、本校生徒には、高い意識で取り組んでもらい

たいと思います。 

９月３０日～    ２期考査 

１０月 ６日～    ２学年修学旅行 

１０月２０日～２２日 農業クラブ全国大会 

１０月２４日、２５日 宮農祭 

１０月３０日     収穫祭 

 

～近況報告～ 

東北大会プロジェクト発表 環境の部 ２連覇！全国大会出場！

場！！ 
プロジェクト発表会に参加して  代表 ３年５組 山内 咲良 

８月２６日から２７日に、第６６回日本学校農業クラブ東北大会が開催されました。 

 私達は復興プロジェクトチームとして、新しく加わった１年生と共に緊張にも負けず日頃の練習の成果を十

分に発揮してきました。 

 その結果、最優秀賞を獲得し今年も全国大会の切符を手にすることができました。東北大会に出場したこと

で、私達のチームの発表にもまだ改善点があることも感じました。全国大会では私達の活動や想いを発信で

きるよう、笑顔で発表し、今年こそは最優秀賞を獲れるよう発表の改善に努め、精一杯頑張ります。 

 そして、東北の環境の部の代表として、他のチームの想いも胸に「人をつなぎ、笑顔を誘う桜へ」という想い

を込めて、発表してきたいと思います。 

家畜審査競技に参加して   ３年３組 佐藤太朗 

私は８月２６日に行われました農業クラブ東北大会家畜審査競技肉用牛の部に出場しました。 

東北大会でも最優秀賞を獲ることを目標にしていたため、子牛市場などでたくさんの牛を見たり、市内の有名な

繁殖農家さんの元へ出向き牛の見方を教えていただいたりと、もう一度和牛の見方について勉強しました。 

幼畜の部では雌子牛の将来の繁殖性を見極めることがポイントで、４頭とも同じくらいの体型に揃っていました。

そのため、良い牛悪い牛がはっきりしていたためわかりやすかったです。 

成畜の部では繁殖用として既に子牛を産んでいる雌牛を見比べますが、幼畜よりも迷ってしまいました。結果は

目標にしていた最優秀賞にはあと一歩及ばず残念ながら 2位ということで優秀賞でした。宮城での開催ということ

もありなんとしてでも１位になりたくて勉強し、なれる自信を持って挑んだため２位という結果に終わってしまい悔し

さしかありませんでした。しかし、全体的に正解率の低かった幼畜で満点を取れたのは、今後の自信につなげてい

きたいと思います。 

家畜審査は東北大会で終わりですが良い牛を見極めるということは、 

これから先の自分の将来において必ず必要になってくることなので今後 

もたくさんの経験を積んで牛を見る目を養いたいと思います。 

最後にお世話になりました先生方、農家の方、東北大会を運営してい 

ただきました皆様に感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 

 


